
 

 

言語聴覚士学校養成所カリキュラム等改善検討会 

 

 

開催要綱 

 

１．目  的 

言語聴覚士の学校養成所のカリキュラム等については、近年、超高齢社会の

進展に伴う障害の重度化と病態の複雑化への対応、特別支援学校・学級等にお

ける専門職としてのニーズの拡大など、言語聴覚士を取り巻く環境から求め

られる教育が変化している。 

また、言語聴覚士の質の向上を図るために、必要な単位数や臨床実習の在り

方等についても見直しが求められている。 

このような状況を踏まえ、質の高い言語聴覚士を養成するため、言語聴覚士

学校養成所の指定基準の見直しなど、言語聴覚士学校養成所のカリキュラム

等の検討を行う。 

 

２．検討内容 

「言語聴覚士学校養成所指定規則」、「言語聴覚士養成所指導ガイドライン」

等の教育に関連する見直しについて 

（１）教育内容及びその単位数の見直しについて 

（２）臨床実習の在り方について 

（３）専任教員の要件について 

（４）その他 

    

３．構 成 員 

構成員は別紙のとおりとする。 

また、座長が必要と認めるときは、構成員以外の関係者の出席を求めること

ができる。 

 

４．運  営 

（１）座長は構成員の互選とする。 

（２）座長は座長代理を指名することができる。 

（３）検討会の議事は別に検討会で申し合わせた場合を除き、公開とする。 

（４）検討会の事務は医政局医事課において行う。 

（５）その他、検討会の運営に関して必要な事項は、検討会において決定す

る。 

 

５．施  行 

この要綱は、令和４年１月 28 日より施行する。 
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